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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体内を移動する移動体からの無線信号を受信する複数の受信アンテナを有し、該複
数の受信アンテナのいずれかを介して受信した前記無線信号をもとに被検体内のデータを
取得する受信装置において、
　前記被検体内の所定部位に到達するまでの前記移動体からの前記無線信号を受信する特
定受信アンテナと、
　前記無線信号を受信する受信アンテナを前記特定受信アンテナに切り替えて維持する初
期モードのアンテナ切替制御または前記複数の受信アンテナのいずれかに切り替える通常
モードのアンテナ切替制御を行う切替制御手段と、
　前記無線信号に含まれる前記データに関する情報を検出する検出手段と、
　前記検出手段によって検出された前記データに関する情報をもとに、前記移動体が前記
被検体内の所定部位に到達したか否かを判定する判定手段と、
　前記切替制御手段に対して前記初期モードのアンテナ切替制御を指示し、前記判定手段
によって前記移動体が前記被検体内の所定部位に到達したと判定された場合、前記初期モ
ードを前記通常モードに切り替えてアンテナ切替制御を指示するモード切替手段と、
　を備えたことを特徴とする受信装置。
【請求項２】
　前記データは、画像データであることを特徴とする請求項１に記載の受信装置。
【請求項３】
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　前記データに関する情報は、前記データの輝度情報または色度情報であることを特徴と
する請求項２に記載の受信装置。
【請求項４】
　前記所定部位は、胃であることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに記載の受信
装置。
【請求項５】
　前記無線信号の受信電界強度を検出する受信強度検出手段を備え、
　前記切替制御手段は、少なくとも前記複数の受信アンテナの中から前記無線信号の受信
電界強度が最も高くなるものに切り替える前記通常モードのアンテナ切替制御を行うこと
を特徴とする請求項１～４のいずれか一つに記載の受信装置。
【請求項６】
　被検体内に導入され、該被検体内を移動して撮像した画像データを含む無線信号を出力
するカプセル型内視鏡と、
　請求項１～５のいずれか一つに記載の受信装置と、
　を備えたことを特徴とする被検体内情報取得システム。
【請求項７】
　被検体内に導入され、該被検体内を撮像した画像データを含む無線信号を出力するカプ
セル型内視鏡と、
　前記被検体内の所定部位に到達するまでの前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信
する特定受信アンテナを含む複数の受信アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から
切り替えた受信アンテナを介して受信した前記無線信号をもとに前記画像データを取得す
る受信装置と、
　前記受信装置に接続され、前記受信装置を介して取得した画像データに関する情報を検
出するとともに、前記画像データをモニタ表示するモニタ装置と、
　を備え、
　前記受信装置は、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アンテナの中
から前記特定受信アンテナに切り替え、前記モニタ装置によって検出された前記画像デー
タに関する情報をもとに前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定部位に到達したか否
かを判定し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定した場合、前記特定受信アンテナ
から前記複数の受信アンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替えることを特徴とする
被検体内情報取得システム。
【請求項８】
　前記画像データに関する情報は、前記画像データの輝度情報または色度情報であること
を特徴とする請求項７に記載の被検体内情報取得システム。
【請求項９】
　被検体内に導入され、該被検体内での現在位置を順次検出し、前記被検体内の所定部位
を前記現在位置として検出するまでの間、所定間隔で前記被検体内を撮像し、前記被検体
内の所定部位を前記現在位置として検出した場合、前記所定間隔に比して長い間隔で前記
被検体内を撮像し、得られた画像データを含む無線信号を出力するカプセル型内視鏡と、
　前記被検体内の所定部位に到達するまでの前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信
する特定受信アンテナを含む複数の受信アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から
切り替えた受信アンテナを介して受信した前記無線信号をもとに前記画像データを取得す
る受信装置と、
　を備え、
　前記受信装置は、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アンテナの中
から前記特定受信アンテナに切り替え、前記画像データの撮像間隔を検出するとともに、
検出した前記画像データの撮像間隔をもとに前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定
部位に到達したか否かを判定し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定した場合、前
記特定受信アンテナから前記複数の受信アンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替え
ることを特徴とする被検体内情報取得システム。
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【請求項１０】
　被検体内に導入され、該被検体内の現在位置でのｐＨ値を測定するとともに該現在位置
での前記被検体内を撮像し、得られた画像データと前記ｐＨ値とを含む無線信号を出力す
るカプセル型内視鏡と、
　前記被検体内の所定部位に到達するまでの前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信
する特定受信アンテナを含む複数の受信アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から
切り替えた受信アンテナを介して受信した前記無線信号をもとに前記画像データを取得す
る受信装置と、
　を備え、
　前記受信装置は、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アンテナの中
から前記特定受信アンテナに切り替え、前記無線信号をもとに前記ｐＨ値を検出するとと
もに、検出した前記ｐＨ値をもとに前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定部位に到
達したか否かを判定し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定した場合、前記特定受
信アンテナから前記複数の受信アンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替えることを
特徴とする被検体内情報取得システム。
【請求項１１】
　前記被検体内の所定部位は、胃であることを特徴とする請求項７～１０のいずれか一つ
に記載の被検体内情報取得システム。
【請求項１２】
　前記受信装置は、前記無線信号の受信電界強度を検出し、前記被検体内の所定部位に到
達したと判定した場合、前記複数の受信アンテナの中から前記無線信号の受信電界強度が
最も高くなるものに切り替えることを特徴とする請求項７～１１のいずれか一つに記載の
被検体内情報取得システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、被検体の内部を移動する移動体からの無線信号を受信し、受信した無線信
号をもとに被検体内の各種データ（被検体内情報）を取得する受信装置およびこれを用い
た被検体内情報取得システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、内視鏡の分野においては、撮像機能と無線通信機能とが設けられた飲込み型の内
視鏡であるカプセル型内視鏡が提案され、このカプセル型内視鏡によって撮像された被検
体内の画像データ（被検体内情報の一例）を取得する被検体内情報取得システムが開発さ
れている。この被検体内情報取得システムにおいて、カプセル型内視鏡は、被検体の内部
を移動して被検体内のデータを含む無線信号を送信する移動体の一例であり、観察（検査
）のために被検体の口から飲込まれた後、この被検体から自然排出されるまでの間、被検
体内の例えば胃または小腸等の臓器の内部をその蠕動運動に従って移動するとともに、所
定間隔、例えば０．５秒間隔でこの被検体内を撮像するように機能する。
【０００３】
　カプセル型内視鏡が被検体内を移動する間、このカプセル型内視鏡によって撮像された
画像データは、順次無線通信によって外部に送信され、被検体の外部に分散配置された複
数の受信アンテナのうちのいずれかを介して受信装置に受信される。受信装置は、このよ
うな受信アンテナを介して受信した無線信号を画像信号に復調し、得られた画像信号に対
して所定の画像処理を行って画像データを生成する。その後、受信装置は、このように生
成した画像データ（すなわちカプセル型内視鏡によって撮像された画像データ）を記憶部
に順次保存する。医師または看護師等のユーザは、かかる受信装置に保存された画像デー
タをワークステーションに取り込ませ、このワークステーションのディスプレイに被検体
内の画像を表示させて被検体の診断を行う（例えば、特許文献１参照）。
【０００４】
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　このような受信装置は、被検体内に導入されたカプセル型内視鏡からの無線信号を受信
する場合、この被検体の外部に分散配置された複数の受信アンテナの中から無線信号の受
信に適した受信アンテナに切り替え、かかる受信アンテナを介してカプセル型内視鏡から
の無線信号を受信する。この場合、受信装置は、かかる複数の受信アンテナの中から無線
信号を受信する受信アンテナを順次切り替えるとともに、これら複数の受信アンテナのそ
れぞれを介して順次受信した無線信号の受信電界強度を検出する。その後、受信装置は、
かかる複数の受信アンテナの中から最も高い受信電界強度が検出された受信アンテナを選
択し、このように選択した受信アンテナを介してカプセル型内視鏡からの無線信号を受信
する。このように複数の受信アンテナの中から無線信号の受信に適した受信アンテナに順
次切り替えることによって、受信装置は、被検体内を移動するカプセル型内視鏡からの無
線信号を良好な感度で受信することができる。
【０００５】
【特許文献１】特開２００３－１９１１１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、被検体の口から飲み込まれたカプセル型内視鏡は、通常、約４秒程度の
短い時間で食道を通過し、その後、胃に到達する。このため、上述した従来の受信装置は
、かかるカプセル型内視鏡が食道を通過し始めてから胃に到達するまでの短い時間に、複
数の受信アンテナの中から無線信号の受信に最適な受信アンテナを選択し、この選択した
最適な受信アンテナを介してカプセル型内視鏡からの無線信号を受信することは困難な場
合が多い。これに起因して、従来の受信装置は、被検体の外部に分散配置された複数の受
信アンテナのうちの食道から離れた受信アンテナを介して食道内のカプセル型内視鏡から
の無線信号を受信し、このように受信電解強度の弱い状態で受信した無線信号をもとに被
検体の食道内の画像データを取得する虞があり、被検体の食道内の画像データをノイズ等
の少ない良好な状態で得ることが困難であるという問題点があった。
【０００７】
　この発明は、上記の事情に鑑みてなされたものであって、被検体に嚥下されたカプセル
型内視鏡が胃に到達するまでの短い時間に順次送信した無線信号を良好な感度で順次受信
できるとともに、このカプセル型内視鏡によって撮像された被検体内の画像データを良好
な状態で取得できる受信装置およびこれを用いた被検体内情報取得システムを提供するこ
とを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明にかかる受信装置は、被検体内
を移動する移動体からの無線信号を受信する複数の受信アンテナを有し、該複数の受信ア
ンテナのいずれかを介して受信した前記無線信号をもとに被検体内のデータを取得する受
信装置において、前記被検体内の所定部位に到達するまでの前記移動体からの前記無線信
号を受信する特定受信アンテナと、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記特定受信
アンテナに切り替えて維持する初期モードのアンテナ切替制御または前記複数の受信アン
テナのいずれかに切り替える通常モードのアンテナ切替制御を行う切替制御手段と、前記
移動体が前記被検体内の所定部位に到達したか否かを判定する判定手段と、前記切替制御
手段に対して前記初期モードのアンテナ切替制御を指示し、前記移動体が前記被検体内の
所定部位に到達したと判定された場合、前記初期モードを前記通常モードに切り替えてア
ンテナ切替制御を指示するモード切替手段と、を備えたことを特徴とする。
【０００９】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記無線信号に含まれる前記
データに関する情報を検出する検出手段を備え、前記判定手段は、前記検出手段によって
検出された前記データに関する情報をもとに、前記移動体が前記被検体内の所定部位に到
達したか否かを判定することを特徴とする。
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【００１０】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記データは、画像データで
あることを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記データに関する情報は、
前記データの輝度情報または色度情報であることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記特定受信アンテナに切り
替えた経過時間を計測するとともに、該経過時間を前記判定手段に通知する計時手段を備
え、前記判定手段は、前記計時手段によって計測された前記経過時間をもとに、前記移動
体が前記被検体内の所定部位に到達したか否かを判定することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記所定部位は、胃であるこ
とを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明にかかる受信装置は、上記の発明において、前記無線信号の受信電界強度
を検出する受信強度検出手段を備え、前記切替制御手段は、少なくとも前記複数の受信ア
ンテナの中から前記無線信号の受信電界強度が最も高くなるものに切り替える前記通常モ
ードのアンテナ切替制御を行うことを特徴とする。
【００１５】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、被検体内に導入され、該被検体内
を移動して撮像した画像データを含む無線信号を出力するカプセル型内視鏡と、上述した
受信装置と、を備えたことを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、被検体内に導入され、該被検体内
を撮像した画像データを含む無線信号を出力するカプセル型内視鏡と、前記被検体内の所
定部位に到達するまでの前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信する特定受信アンテ
ナを含む複数の受信アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から切り替えた受信アン
テナを介して受信した前記無線信号をもとに前記画像データを取得する受信装置と、前記
受信装置に接続され、前記受信装置を介して取得した画像データに関する情報を検出する
とともに、前記画像データをモニタ表示するモニタ装置と、を備え、前記受信装置は、前
記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アンテナの中から前記特定受信アン
テナに切り替え、前記モニタ装置によって検出された前記画像データに関する情報をもと
に前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定部位に到達したか否かを判定し、前記被検
体内の所定部位に到達したと判定した場合、前記特定受信アンテナから前記複数の受信ア
ンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替えることを特徴とする。
【００１７】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前記画像デ
ータに関する情報は、前記画像データの輝度情報または色度情報であることを特徴とする
。
【００１８】
　また、本発明かかる被検体内情報取得システムは、被検体内に導入され、該被検体内で
の現在位置を順次検出し、前記被検体内の所定部位を前記現在位置として検出するまでの
間、所定間隔で前記被検体内を撮像し、前記被検体内の所定部位を前記現在位置として検
出した場合、前記所定間隔に比して長い間隔で前記被検体内を撮像し、得られた画像デー
タを含む無線信号を出力するカプセル型内視鏡と、前記被検体内の所定部位に到達するま
での前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信する特定受信アンテナを含む複数の受信
アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から切り替えた受信アンテナを介して受信し
た前記無線信号をもとに前記画像データを取得する受信装置と、を備え、前記受信装置は
、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アンテナの中から前記特定受信
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アンテナに切り替え、前記画像データの撮像間隔を検出するとともに、検出した前記画像
データの撮像間隔をもとに前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定部位に到達したか
否かを判定し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定した場合、前記特定受信アンテ
ナから前記複数の受信アンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替えることを特徴とす
る。
【００１９】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、被検体内に導入され、該被検体内
の現在位置でのｐＨ値を測定するとともに該現在位置での前記被検体内を撮像し、得られ
た画像データと前記ｐＨ値とを含む無線信号を出力するカプセル型内視鏡と、前記被検体
内の所定部位に到達するまでの前記カプセル型内視鏡からの無線信号を受信する特定受信
アンテナを含む複数の受信アンテナを有し、該複数の受信アンテナの中から切り替えた受
信アンテナを介して受信した前記無線信号をもとに前記画像データを取得する受信装置と
、を備え、前記受信装置は、前記無線信号を受信する受信アンテナを前記複数の受信アン
テナの中から前記特定受信アンテナに切り替え、前記無線信号をもとに前記ｐＨ値を検出
するとともに、検出した前記ｐＨ値をもとに前記カプセル型内視鏡が前記被検体内の所定
部位に到達したか否かを判定し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定した場合、前
記特定受信アンテナから前記複数の受信アンテナのうちの残りの受信アンテナに切り替え
ることを特徴とする。
【００２０】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前記被検体
内の所定部位は、胃であることを特徴とする。
【００２１】
　また、本発明にかかる被検体内情報取得システムは、上記の発明において、前記受信装
置は、前記無線信号の受信電界強度を検出し、前記被検体内の所定部位に到達したと判定
した場合、前記複数の受信アンテナの中から前記無線信号の受信電界強度が最も高くなる
ものに切り替えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００２２】
　この発明によれば、被検体の所定部位に到達する以前のカプセル型内視鏡からの無線信
号を特定受信アンテナを介して高感度に受信できるとともに、この所定部位に到達した以
降のカプセル型内視鏡からの無線信号をこれら複数の受信アンテナのいずれかを介して高
感度に受信でき、これによって、カプセル型内視鏡が被検体に飲み込まれてから体外に排
出されるまでの間、複数の受信アンテナの中から受信電解強度が最も高くなる受信アンテ
ナを介してカプセル型内視鏡からの無線信号を良好な感度で受信でき、カプセル型内視鏡
が約４秒間という短時間で通過しつつ撮像する食道内の画像データを含めた被検体内の良
好な状態の画像データを確実に取得できるという効果を奏する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２３】
　以下、図面を参照して、この発明にかかる受信装置およびこれを用いた被検体内情報取
得システムの好適な実施の形態を詳細に説明する。なお、この実施の形態によってこの発
明が限定されるものではない。
【００２４】
（実施の形態１）
　図１は、この発明の実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式
的に示す模式図である。図１に示すように、この実施の形態１にかかる被検体内情報取得
システムは、被検体１内の通過経路に沿って移動するとともに被検体１内を撮像するカプ
セル型内視鏡２と、カプセル型内視鏡２によって撮像された画像データを含む無線信号を
受信する受信装置３と、カプセル型内視鏡２によって撮像された画像データをもとに被検
体１内の画像を表示する画像表示装置４と、受信装置３と画像表示装置４との間のデータ
の受け渡しを行うための携帯型記録媒体５とを備える。
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【００２５】
　カプセル型内視鏡２は、被検体１内に容易に導入されるカプセル型の筐体構造を有し、
被検体１内を撮像する撮像機能と被検体１内を撮像して得られた画像データを外部の受信
装置３に送信する無線通信機能とを有する。具体的には、カプセル型内視鏡２は、被検体
１の口から飲み込まれ、被検体１内の食道を約４秒間で通過し、その後、胃または小腸等
の消化管の蠕動によって体腔内を進行する。これと同時に、カプセル型内視鏡２は、被検
体１の体腔内を逐次撮像し、得られた被検体１内の画像データを含む無線信号を受信装置
３に逐次送信する。
【００２６】
　受信装置３は、被検体１内に導入されたカプセル型内視鏡２からの無線信号を受信し、
この無線信号をもとにカプセル型内視鏡２による画像データを取得するためのものである
。具体的には、受信装置３は、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信する複数の受信
アンテナ３ａ～３ｈを有し、かかる受信アンテナ３ａ～３ｈのいずれかを介して受信した
カプセル型内視鏡２からの無線信号を画像信号に復調し、得られた画像信号をもとにカプ
セル型内視鏡２による画像データを取得する。この場合、受信装置３は、着脱可能に挿着
された携帯型記録媒体５に、このように取得したカプセル型内視鏡２による画像データを
逐次保存する。
【００２７】
　受信アンテナ３ａ～３ｈは、例えばループアンテナを用いて実現され、カプセル型内視
鏡２によって送信された無線信号を受信する。具体的には、かかる複数の受信アンテナ３
ａ～３ｈのうちの受信アンテナ３ａは、図１に示すように、被検体１の外部の特定位置、
例えば被検体１の体表上の食道近傍に配置される特定受信アンテナであり、被検体１に嚥
下されてから食道を通過し、胃に到達するまでのカプセル型内視鏡２からの無線信号を受
信する。この場合、かかる受信アンテナ３ａは、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈのうちの
残りの受信アンテナ３ｂ～３ｈに比して被検体１の食道に最も近いので、例えばカプセル
型内視鏡２が嚥下されてから胃に到達するまでの間、これら残りの受信アンテナ３ｂ～３
ｈに比して高い受信電界強度の無線信号をカプセル型内視鏡２から受信できる。
【００２８】
　一方、残りの受信アンテナ３ｂ～３ｇは、受信アンテナ３ａが配置された特定位置を除
く被検体１の体表上の所定位置、例えば図１に示すように、カプセル型内視鏡２の通過経
路（具体的には胃以降の通過経路）に対応する位置に分散配置される。かかる残りの受信
アンテナ３ｂ～３ｇのうちのいずれかは、例えばカプセル型内視鏡２が胃に到達してから
被検体１の体外に排出されるまでの間、このカプセル型内視鏡２から高い受信電界強度の
無線信号を受信できる。
【００２９】
　なお、受信アンテナ３ａ～３ｈは、被検体１に着用させるジャケットの所定位置に配置
されてもよい。このようなジャケットを被検体１が着用することによって、受信アンテナ
３ａは、上述した被検体１の体表上の特定位置（例えば食道近傍）に配置され、残りの受
信アンテナ３ｂ～３ｈは、かかる特定位置を除く被検体１の体表上の所定位置に分散配置
される。また、被検体１には１以上の特定受信アンテナと１以上の残りの受信アンテナと
を含む複数の受信アンテナが上述した特定位置等に分散配置されればよい。この場合、か
かる受信アンテナの配置数は、特に８つに限定されない。
【００３０】
　画像表示装置４は、カプセル型内視鏡２によって撮像された被検体１内の画像を表示す
るためのものであり、携帯型記録媒体５を媒介にして得られた画像データ等に基づいた被
検体１内の臓器等の画像（すなわちカプセル型内視鏡２によって撮像された画像）を表示
する。また、画像表示装置４は、医師または看護師等がカプセル型内視鏡２による被検体
１内の臓器等の画像を観察することによって被検体１の診断を行うための処理機能を有す
る。
【００３１】
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　携帯型記録媒体５は、受信装置３と画像表示装置４との間のデータの受け渡しを行うた
めのものであり、例えばコンパクトフラッシュ（登録商標）等の携帯可能な記録メディア
である。携帯型記録媒体５は、受信装置３および画像表示装置４に対して着脱可能であっ
て、両者に対する挿着時にデータの出力および記録が可能な構造を有する。具体的には、
携帯型記録媒体５は、受信装置３に挿着された場合、受信装置３に取得されたカプセル型
内視鏡２からの画像データ等を逐次蓄積する。また、携帯型記録媒体５は、カプセル型内
視鏡２が被検体１から排出された後、受信装置３から取り出されて画像表示装置４に挿着
される。この場合、画像表示装置４は、挿着された携帯型記録媒体５内に保存された被検
体１内の画像データ等の各種データを取り込むことができる。
【００３２】
　なお、携帯型記録媒体５を用いて受信装置３と画像表示装置４とのデータの受け渡しを
行うことによって、被検体１は、受信装置３と画像表示装置４とがケーブル等によって有
線接続された場合と異なり、カプセル型内視鏡２が被検体１の内部を移動中であっても、
受信装置３を携帯した状態で自由に行動できる。
【００３３】
　つぎに、この実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムに用いられるカプセル型
内視鏡２の構成について説明する。図２は、カプセル型内視鏡２の一構成例を模式的に示
すブロック図である。図２に示すように、カプセル型内視鏡２は、被検体１の内部を撮像
する際に撮像領域を照明する照明部２１と、照明部２１の駆動を制御する照明部駆動回路
２２と、照明部２１によって照明された領域からの反射光像を撮像する撮像部２３と、撮
像部２３の駆動を制御する撮像部駆動回路２４とを有する。また、カプセル型内視鏡２は
、撮像部２３によって撮像された画像データを含む画像信号を生成する画像処理部２５と
、画像処理部２５によって生成された画像信号を変調して無線信号を生成する送信回路２
６と、送信回路２６によって生成された無線信号を外部に出力する送信アンテナ２７とを
有する。さらに、カプセル型内視鏡２は、カプセル型内視鏡２の各構成部の駆動を制御す
る制御部２８と、カプセル型内視鏡２の各構成部に対して駆動電力を供給する電力供給部
２９とを有する。
【００３４】
　照明部２１は、ＬＥＤ等の発光素子を用いて実現され、撮像部２３によって撮像される
領域に対して照射光を出力して照明する。撮像部２３は、ＣＣＤまたはＣＭＯＳ等の撮像
素子を用いて実現され、照明部２１によって照明された領域（すなわち撮像領域）からの
反射光を受光することによって、この撮像領域（例えば被検体１内）を撮像する。撮像部
２３は、このような撮像処理によって得られた画像データを画像処理部２５に出力する。
制御部２８は、照明部２１による撮像領域の照明タイミングと撮像部２３による撮像領域
の撮像タイミングとを同期するように、照明部駆動回路２２および撮像部駆動回路２４を
制御する。
【００３５】
　画像処理部２５は、撮像部２３によって撮像された画像データを含む画像信号を生成す
る。この場合、画像処理部２５は、画像データを圧縮せずに画像信号を生成する。具体的
には、画像処理部２５は、かかる圧縮していない画像データと予め設定されたホワイトバ
ランスデータ等のパラメータとを含む画像信号を生成する。画像処理部２５は、このよう
に生成した画像信号を送信回路２６に送信する。
【００３６】
　送信回路２６は、画像処理部２５によって生成された画像信号に対して所定の変調処理
および電力増幅処理等を行い、この画像信号を変調した無線信号を生成する。この無線信
号には、撮像部２３によって撮像された画像データとホワイトバランスデータ等のパラメ
ータとが含まれる。送信回路２６は、このように生成した無線信号を送信アンテナ２７に
出力する。送信アンテナ２７は、送信回路２６から入力された無線信号を外部に出力する
。この場合、カプセル型内視鏡２は、撮像部２３によって撮像された画像データ、例えば
被検体１内を撮像した画像データを少なくとも含む無線信号を外部に出力することになる
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。
【００３７】
　つぎに、この発明の実施の形態１にかかる受信装置３の構成について説明する。図３は
、この発明の実施の形態１にかかる受信装置３の一構成例を模式的に示すブロック図であ
る。図３に示すように、受信装置３は、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈが接続され、かか
る受信アンテナ３ａ～３ｈの中から無線信号の受信に適した受信アンテナに切り替えるア
ンテナ切替部３０と、受信アンテナ３ａ～３ｈのいずれかを介して受信した無線信号を画
像信号に復調する受信回路３１と、受信回路３１によって復調されたベースバンド信号を
もとにこの無線信号の受信電界強度を検出する受信強度検出部３２と、受信強度検出部３
２によって検出された受信電界強度をもとにアンテナ切替部３０によるアンテナ切替動作
を制御する切替制御部３３とを有する。また、受信装置３は、受信回路３１によって復調
された画像信号をもとにカプセル型内視鏡２による画像データを生成する画像処理部３４
と、画像処理部３４によって生成された画像データ等を保存する記憶部３５と、受信装置
３の各種動作を指示する指示情報を入力する入力部３６と、被検体１の画像等の被検体１
に関する情報を表示する表示部３７とを有する。さらに、受信装置３は、受信装置３の各
構成部の駆動を制御する制御部３８と、受信装置３の各構成部に駆動電力を供給する電力
供給部３９とを有する。
【００３８】
　アンテナ切替部３０は、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈの中から切り替えたものと受信
回路３１とを電気的に接続するアンテナ切替動作を行うよう機能する。具体的には、アン
テナ切替部３０は、切替制御部３３による２つの制御モードのいずれかに基づいてアンテ
ナ切替動作を行い、カプセル型内視鏡２からの無線信号の受信に適した受信アンテナ３ａ
～３ｈのいずれかと受信回路３１とを電気的に接続する。さらに具体的には、アンテナ切
替部３０は、切替制御部３３の初期モードによる制御に基づいて、複数の受信アンテナ３
ａ～３ｈの中から受信アンテナ３ａに切り替えて受信アンテナ３ａと受信回路３１とを電
気的に接続するとともにこの接続状態を維持するアンテナ切替動作（特定アンテナ切替動
作）を行い、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信する受信アンテナをこの受信アン
テナ３ａに固定する。一方、アンテナ切替部３０は、この初期モードから切り替えられる
切替制御部３３の通常モードによる制御に基づいて、残りの受信アンテナ３ｂ～３ｈの中
から順次切り替えたものと受信回路３１とを電気的に接続するアンテナ切替動作（通常ア
ンテナ切替動作）を行う。このようなアンテナ切替部３０は、受信アンテナ３ａ～３ｈの
中から選択した受信アンテナを介して受信したカプセル型内視鏡２からの無線信号を受信
回路３１に出力する。
【００３９】
　受信回路３１は、アンテナ切替部３０から入力された無線信号をベースバンド信号に復
調するためのものである。具体的には、受信回路３１は、アンテナ切替部３０から入力さ
れた無線信号に対して復調処理等を行い、この無線信号をベースバンド信号である画像信
号に復調する。この画像信号は、カプセル型内視鏡２によって撮像された画像データを少
なくとも含むベースバンド信号である。受信回路３１は、得られたベースバンド信号（す
なわち画像信号）を受信強度検出部３２と画像処理部３４とに出力する。
【００４０】
　受信強度検出部３２は、受信アンテナ３ａ～３ｈのいずれかを介して受信したカプセル
型内視鏡２からの無線信号の受信電界強度を検出するためのものである。具体的には、受
信強度検出部３２は、受信回路３１によって復調されたベースバンド信号をもとに、この
ベースバンド信号に対応する無線信号の受信電界強度を検出し、検出した受信電界強度を
示す信号、例えばＲＳＳＩ（Received Signal Strength Indicator：受信信号強度表示信
号）を切替制御部３３に出力する。
【００４１】
　切替制御部３３は、上述したアンテナ切替部３０による特定アンテナ切替動作および通
常アンテナ切替動作を制御するためのものである。具体的には、切替制御部３３は、かか
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るアンテナ切替部３０の駆動を制御するための２つの制御モードを有する。これら２つの
制御モードには、上述した特定アンテナ切替動作を行うようアンテナ切替部３０を制御す
る初期モードと、上述した通常アンテナ切替動作を行うようアンテナ切替部３０を制御す
る通常モードとがある。
【００４２】
　かかる初期モードの制御において、切替制御部３３は、上述した特定受信アンテナであ
る受信アンテナ３ａと受信回路３１とを電気的に接続した状態（アンテナ切替部３０の初
期状態）に切り替えるとともに維持し、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信する受
信アンテナを受信アンテナ３ａに固定する。一方、通常モードの制御において、切替制御
部３３は、残りの受信アンテナ３ｂ～３ｈの中から無線信号の受信に適した受信アンテナ
に順次切り替えるとともに、切り替えた受信アンテナと受信回路３１と電気的に接続する
ようアンテナ切替部３０を制御する。この場合、切替制御部３３は、受信強度検出部３２
から入力された受信電界強度を示す信号（例えばＲＳＳＩ信号）をもとに、かかる残りの
受信アンテナ３ｂ～３ｈの中から無線信号の受信電界強度が最も高くなる受信アンテナを
選択し、このように選択した受信アンテナと受信回路３１とを電気的に接続するようアン
テナ切替部３０を制御する。
【００４３】
　画像処理部３４は、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈのいずれかを介して受信したカプセ
ル型内視鏡２からの無線信号に含まれる画像データを生成するためのものである。具体的
には、画像処理部３４は、受信回路３１によって復調された画像信号に対して所定の画像
処理等を行い、この画像信号に基づいたカプセル型内視鏡２による画像データを生成する
。画像処理部３４は、得られた画像データを制御部３８に出力する。
【００４４】
　また、画像処理部３４は、画像信号をもとに画像データに関する情報を検出するための
信号検出部３４ａを有する。信号検出部３４ａは、受信回路３１によって復調された画像
信号をもとに、この画像信号に含まれる画像データに関する情報、例えば画像データの輝
度情報を検出する。この場合、信号検出部３４ａは、かかる画像信号をもとに、画像デー
タの輝度情報に対応する輝度信号を検出し、検出した輝度信号を制御部３８に出力する。
【００４５】
　記憶部３５は、上述した携帯型記録媒体５を着脱可能に挿着でき、制御部３８によって
記憶指示されたデータ、例えば画像処理部３４によって生成された画像データを携帯型記
録媒体５に逐次保存する。なお、記憶部３５は、ＲＡＭまたはフラッシュメモリ等のメモ
リＩＣを有することによって記憶部３５自体が画像データ等の各種情報を蓄積するように
構成してもよい。
【００４６】
　入力部３６は、制御部３８に指示する指示情報を入力する入力ボタン等を用いて実現さ
れ、ユーザによる入力操作に応じ、例えば被検体１に関する情報（患者名、患者ＩＤ等）
を表示部３７に表示する指示等の各種指示情報を制御部３８に入力する。表示部３７は、
液晶表示装置または有機ＥＬパネル等の薄型ディスプレイを用いて実現され、制御部３８
によって表示指示された情報、例えば被検体１に関する情報および被検体１の画像等を表
示する。なお、表示部３７は、タッチパネル等の情報入力機能を有し、入力部３６に代え
て指示情報を制御部３８に入力するように構成してもよい。この場合、受信装置３は、入
力部３６を有さなくてもよい。
【００４７】
　制御部３８は、処理プログラムを実行するＣＰＵと、処理プログラム等が予め記憶され
たＲＯＭと、演算パラメータまたは制御部３８への入力情報等を記憶するＲＡＭとを用い
て実現され、受信装置３の各構成部の駆動を制御する。この場合、制御部３８は、各構成
部との間の情報の入出力制御を行い、且つ、記憶部３５（具体的には携帯型記録媒体５）
に対するデータ保存動作およびデータ読み出し動作、および表示部３７による表示動作等
を制御する。このような制御部３８は、入力部３６によって入力された指示情報に基づい
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た各種処理を行う。
【００４８】
　また、制御部３８は、上述した切替制御部３３の制御モードを初期モードまたは通常モ
ードに切り替えるよう切替制御部３３を制御する。具体的には、制御部３８は、被検体１
の口から飲込まれたカプセル型内視鏡２が被検体１内の所定部位、例えば胃に到達するま
での間、切替制御部３３に対して上述した初期モードによる特定アンテナ切替動作の制御
を行うよう指示する。一方、制御部３８は、かかるカプセル型内視鏡２が被検体１の胃に
到達した以降、カプセル型内視鏡２が被検体１の体外に排出されるまでの間、切替制御部
３３に対して上述した通常モードによる通常アンテナ切替動作の制御を行うよう指示する
。このような制御部３８は、被検体１の内部に導入されたカプセル型内視鏡２が被検体１
の所定部位（例えば胃）に到達したか否かを判定する到達判定部３８ａと、切替制御部３
３の制御モードを初期モードまたは通常モードに切り替えるモード切替部３８ｂとを有す
る。
【００４９】
　到達判定部３８ａは、信号検出部３４ａによって検出された画像データに関する情報を
もとに、被検体１内のカプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位、例えば胃に到達したか
否かを判定する。この場合、到達判定部３８ａは、かかる信号検出部３４ａによって検出
された例えば輝度信号をもとに画像データの輝度情報を取得し、かかる画像データの輝度
値等の輝度情報の変化等に基づいて、カプセル型内視鏡２が被検体１の胃に到達したか否
かを判定する。
【００５０】
　モード切替部３８ｂは、電力供給部３９に設けられた電源スイッチ（図示せず）オンオ
フ状態がオンに切り替えられた場合、すなわち電力供給部３９によって駆動電力が供給さ
れた場合、かかる電力供給部３９から駆動電力が供給され始めたことをトリガーとして切
替制御部３３の制御モードを上述した初期モードに切り替える。一方、モード切替部３８
ｂは、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位（例えば胃）に到達したと到達判定部３
８ａが判定した場合、かかる到達判定部３８ａの到達判定結果をトリガーとして切替制御
部３３の制御モードを上述した通常モードに切り替える。
【００５１】
　電力供給部３９は、駆動電力供給のオンオフ状態を切り替える電源スイッチ（図示せず
）が設けられ、この電源スイッチがオン状態に切り替えられた場合、受信装置３の各構成
部に駆動電力を供給する。なお、電力供給部３９の電源として、乾電池、リチウムイオン
二次電池、またはニッケル水素電池等が例示される。また、電力供給部３９は、充電式で
あってもよい。
【００５２】
　つぎに、切替制御部３３の制御モードを上述した初期モードまたは通常モードに切り替
える制御部３８の動作について説明する。図４は、制御部３８が切替制御部３３の制御モ
ードを切り替える処理手順を説明するフローチャートである。図４において、まず、制御
部３８は、電源スイッチの切替操作によって電力供給部３９が駆動電力を供給し始めた場
合、アンテナ切替部３０を駆動制御する制御モードを上述した初期モードに設定するよう
切替制御部３３に対して指示する（ステップＳ１０１）。この場合、モード切替部３８ｂ
は、かかる電力供給部３９によって駆動電力が供給し始めたことをトリガーとし、切替制
御部３３の制御モードを初期モードに切り替える。切替制御部３３は、かかる制御部３８
の制御に基づいて、アンテナ切替部３０に対して初期モードの駆動制御を行ってアンテナ
切替部３０を上述した初期状態に設定し、受信アンテナ３ａと受信回路３１とを電気的に
接続した状態を維持する特定アンテナ切替動作を制御する。
【００５３】
　つぎに、制御部３８は、被検体１内に導入されたカプセル型内視鏡２が被検体１の所定
部位に到達したか否かを判定し（ステップＳ１０２）、このカプセル型内視鏡２の到達判
定結果に対応して切替制御部３３の制御モードを切り替える。この場合、到達判定部３８
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ａは、信号検出部３４ａによって検出された輝度信号をもとに画像データの輝度情報を取
得し、得られた輝度情報の変化をもとにカプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達
したか否かを判定する。制御部３８は、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達
したと到達判定部３８ａが判定していなければ（ステップＳ１０２，Ｎｏ）、このステッ
プＳ１０２の処理手順を繰り返し、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達した
か否かを監視する。
【００５４】
　一方、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達したと到達判定部３８ａが判定
した場合（ステップＳ１０２，Ｙｅｓ）、制御部３８は、切替制御部３３の制御モードを
上述した初期モードから通常モードに切り替えるよう切替制御部３３を制御する（ステッ
プＳ１０３）。この場合、モード切替部３８ｂは、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定
部位に到達したと到達判定部３８ａが判定したことをトリガーとして、切替制御部３３の
制御モードを上述した初期モードから通常モードに切り替える。かかる制御部３８の制御
に基づいて、切替制御部３３は、制御モードを初期モードから通常モードに切り替えると
ともにアンテナ切替部３０に対して通常モードの駆動制御を行い、受信アンテナ３ｂ～３
ｈのいずれかと受信回路３１とを電気的に接続する通常アンテナ切替動作を制御する。
【００５５】
　ここで、上述した被検体１の所定部位が胃である場合を例示して、切替制御部３３の制
御モードを初期モードに設定し、その後、この初期モードを通常モードに切り替える制御
部３８の動作について具体的に説明する。図５は、切替制御部３３の制御モードを上述し
た初期モードまたは通常モードに切り替える制御部３８の動作を具体的に説明するための
模式図である。
【００５６】
　図５に示すように、まず、受信装置３は電力供給部３９の電源スイッチがオン状態に切
り替えられ、この直前または直後に、カプセル型内視鏡２は被検体１の口から飲み込まれ
る。この状態において、アンテナ切替部３０は、切替制御部３３の初期モードによって制
御され、受信アンテナ３ａと受信回路３１とを電気的に接続し且つこの接続状態を維持す
る。この場合、被検体１に飲み込まれたカプセル型内視鏡２は、被検体１の口から内部に
移動し、約４秒という短時間で被検体１の食道を通過する。これと同時に、カプセル型内
視鏡２は被検体１内の画像データを撮像するとともに、得られた画像データを含む無線信
号を外部に順次出力する。かかるカプセル型内視鏡２からの無線信号は、食道近傍である
被検体１の体表上に配置された受信アンテナ３ａを介して受信装置３に受信される。この
ような無線信号の送受信状態は、カプセル型内視鏡２が被検体１に飲み込まれてから胃に
到達するまでの間、維持される。
【００５７】
　その後、被検体１の食道を通過したカプセル型内視鏡２は、被検体１の胃を撮像した画
像データを含む無線信号を出力するとともに被検体１の胃に到達する。かかる被検体１の
胃が撮像された画像データを含む無線信号は、受信アンテナ３ａを介して受信装置３に受
信される。この場合、受信回路３１は、かかる受信アンテナ３ａを介して受信した無線信
号を画像信号に復調し、画像処理部３４は、この画像信号をもとに被検体１の胃が撮像さ
れた画像データを生成する。また、信号検出部３４ａは、この画像信号をもとに輝度信号
を検出し、到達判定部３８ａは、かかる信号検出部３４ａによって検出された輝度信号を
もとに、被検体１の胃が撮像された画像データの輝度情報を取得する。到達判定部３８ａ
は、カプセル型内視鏡２が被検体１の食道を通過して胃に到達したことに対応する画像デ
ータの輝度情報の変化をもとに、このカプセル型内視鏡２が被検体１の胃に到達したと判
定する。
【００５８】
　カプセル型内視鏡２が被検体１の胃に到達したと到達判定部３８ａが判定した場合、モ
ード切替部３８ｂは、切替制御部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替
える。この場合、アンテナ切替部３０は、かかる切替制御部３３の通常モードによって制
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御され、被検体１の胃およびそれ以降のカプセル型内視鏡２の通過経路（例えば十二指腸
、小腸、大腸等）に対応して被検体１の体表上に分散配置された残りの受信アンテナ３ｂ
～３ｈのいずれかと受信回路３１とを電気的に接続する通常アンテナ切替動作を行う。す
なわち、被検体１に飲み込まれたカプセル型内視鏡２が被検体１の胃に到達した以降にお
いて、カプセル型内視鏡２からの無線信号は、かかる残りの受信アンテナ３ｂ～３ｈのう
ちの受信電界強度が最も高くなる受信アンテナを介して受信装置３に受信される。
【００５９】
　このような受信装置３は、カプセル型内視鏡２が被検体１の口から飲み込まれてから胃
に到達するまでの間、この胃に到達する以前のカプセル型内視鏡２からの無線信号を受信
する受信アンテナを受信アンテナ３ａに固定し、その後、カプセル型内視鏡２が被検体１
の胃に到達してから体外に排出されるまでの間、この胃に到達以降のカプセル型内視鏡２
からの無線信号を受信する受信アンテナを残りの受信アンテナ３ｂ～３ｈのいずれかに切
り替える。したがって、かかる受信装置３は、カプセル型内視鏡２が被検体１に飲み込ま
れてから体外に排出されるまでの間、複数の受信アンテナ３ａ～３ｈ中から受信電解強度
が最も高くなる受信アンテナを介してカプセル型内視鏡２からの無線信号を良好な感度で
受信でき、これによって、カプセル型内視鏡２が約４秒間という短時間で通過しつつ撮像
する食道内の画像データを含めた被検体１内の良好な画像データ（すなわちノイズ等の少
ない良好な状態の画像データ）を確実に取得することができる。
【００６０】
　なお、この発明の実施の形態１では、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達
したか否かを判定するための画像データに関する情報として画像データの輝度情報を検出
していたが、この発明はこれに限定されるものではなく、かかる輝度情報に代えて画像デ
ータの色情報を検出してもよい。この場合、信号検出部３４ａは、画像信号をもとに画像
データの色情報に対応する色度信号を検出し、検出した色度信号を制御部３８に出力する
。到達判定部３８ａは、かかる色度信号をもとに画像データの色情報、例えば画像データ
の色合いまたは平均色等を取得し、かかる色情報をもとにカプセル型内視鏡２が被検体１
の所定部位に到達したか否かを判定する。
【００６１】
　以上、説明したように、この発明の実施の形態１では、カプセル型内視鏡からの無線信
号を受信する複数の受信アンテナのうちの少なくとも１つを特定受信アンテナにして被検
体の外部の特定位置（被検体の所定部位に到達する以前のカプセル型内視鏡からの無線信
号を高感度で受信できる位置であり、例えば食道近傍の体表上）に配置し、残りの受信ア
ンテナをこの特定位置以外の被検体の外部（例えば胃から大腸に続くカプセル型内視鏡の
移動経路に対応する体表上の位置）に分散配置している。また、被検体の内部に導入され
たカプセル型内視鏡が被検体の所定部位（例えば胃）に到達するまでの間、これら複数の
受信アンテナの中から特定受信アンテナに切り替えて維持し、この到達する以前のカプセ
ル型内視鏡からの無線信号を常時この特定受信アンテナを介して受信するようにし、この
カプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到達した以降、被検体の体外に排出されるまでの
間、これら複数の受信アンテナの中から切り替えた無線信号の受信に最適な受信アンテナ
を介して、この到達した以降のカプセル型内視鏡からの無線信号を受信するように構成し
ている。このため、被検体の所定部位に到達する以前のカプセル型内視鏡からの無線信号
を特定受信アンテナを介して高感度に受信できるとともに、この所定部位に到達した以降
のカプセル型内視鏡からの無線信号をこれら複数の受信アンテナのいずれかを介して高感
度に受信できる。したがって、カプセル型内視鏡が被検体に飲み込まれてから体外に排出
されるまでの間、複数の受信アンテナの中から受信電解強度が最も高くなる受信アンテナ
を介してカプセル型内視鏡からの無線信号を良好な感度で受信でき、これによって、カプ
セル型内視鏡が約４秒間という短時間で通過しつつ撮像する食道内の画像データを含めた
被検体内の良好な状態の画像データを確実に取得できる。
【００６２】
（実施の形態１の変形例）
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　つぎに、この発明の実施の形態１にかかる受信装置およびこれを用いた被検体内情報取
得システムの変形例について説明する。この実施の形態１の変形例にかかる受信装置およ
びこれを用いた被検体内情報取得システムでは、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受
信する受信装置によって取得された画像データをモニタ表示するモニタ装置をこの受信装
置に接続し、このモニタ装置によって検出された画像データに関する情報を受信装置にフ
ィードバックするようにし、この受信装置は、かかるモニタ装置によってフィードバック
された画像データに関する情報をもとにカプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達
したか否かを判定している。
【００６３】
　図６は、この発明の実施の形態１の変形例にかかる被検体内情報取得システムの一構成
例を模式的に示す模式図である。図６に示すように、この発明の実施の形態１の変形例に
かかる被検体内情報取得システムは、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得シ
ステムの受信装置３に代えて受信装置８を有し、受信装置８に取得されたカプセル型内視
鏡２による画像データを順次モニタ表示するモニタ装置６をさらに有する。かかるモニタ
装置６と受信装置８とは、ケーブル７を介して画像データ等を送受信可能に接続される。
その他の構成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【００６４】
　図７は、この発明の実施の形態１の変形例にかかる被検体内情報取得システムの一部を
構成する受信装置およびモニタ装置の一構成例を模式的に示すブロック図である。図７に
示すように、このモニタ装置６は、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信するための
受信アンテナ６１と、受信アンテナ６１を介して受信した無線信号を画像信号に復調する
受信回路６２と、受信回路６２によって復調された画像信号をもとにカプセル型内視鏡２
による画像データを生成する画像処理部６３とを有する。また、モニタ装置６は、ケーブ
ル７を介して受信装置８とモニタ装置６とを通信可能に接続するための通信インターフェ
ース（Ｉ／Ｆ）６４と、ケーブル７を介した受信装置８とモニタ装置６との接続を検知す
る接続検知部６５と、を有する。さらに、モニタ装置６は、制御部６８に指示する指示情
報を入力する入力部６６と、画像データ等をモニタ表示する表示部６７と、モニタ装置６
の各構成部の駆動を制御する制御部６８と、モニタ装置６の各構成部に駆動電力を供給す
る電力供給部６９とを有する。
【００６５】
　受信アンテナ６１および受信回路６２は、受信装置８とモニタ装置６とが未接続である
場合に、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信し、この無線信号をもとにカプセル型
内視鏡２による画像データを取得するためのものである。具体的には、受信アンテナ６１
は、カプセル型内視鏡２からの無線信号を受信し、受信した無線信号を受信回路６２に出
力する。受信回路６２は、受信アンテナ６１を介して受信した無線信号を画像信号に復調
し、得られた画像信号を画像処理部６３に出力する。
【００６６】
　画像処理部６３は、受信回路６２によって復調された画像信号または受信装置８を介し
て受信した画像信号に対して所定の画像処理等を行い、かかる画像信号に基づいた画像デ
ータを生成する。このような画像処理部６３によって生成された画像データは、受信アン
テナ６１を介してモニタ装置６単独で受信したカプセル型内視鏡２からの無線信号に含ま
れる画像データ、または受信装置８を介して受信した画像信号に基づく画像データのいず
れかである。画像処理部６３は、得られた画像データを制御部６８に出力する。
【００６７】
　また、画像処理部６３は、上述した受信装置３の信号検出部３４ａと同様に機能する信
号検出部６３ａを有する。信号検出部６３ａは、ケーブル７を介して受信装置８から受信
した画像信号をもとに画像データに関する情報、例えば画像データの輝度情報を検出する
。この場合、信号検出部６３ａは、かかる画像信号をもとに、画像データの輝度情報に対
応する輝度信号を検出し、検出した輝度情報を受信装置８にフィードバックする。
【００６８】
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　通信Ｉ／Ｆ６４は、ケーブル７を介して受信装置８とモニタ装置６とを通信可能に接続
するためのものである。具体的には、通信Ｉ／Ｆ６４は、ケーブル７を介して受信装置８
に接続され、かかるケーブル７を介して受信装置８からの画像信号を受信し、受信した画
像信号を画像処理部６３に出力する。また、通信Ｉ／Ｆ６４は、信号検出部６３ａによっ
て検出された輝度信号をケーブル７を介して受信装置８に出力する。これによって、かか
る信号検出部６３ａによって検出された輝度信号（すなわち画像データに関する情報）は
、この画像データを取得した受信装置８にフィードバックされる。
【００６９】
　接続検知部６５は、受信装置８とモニタ装置６との接続を検知するためのものである。
具体的には、接続検知部６５は、ケーブル７を介した受信装置８とモニタ装置６との接続
に伴う電気的な導通を検知することによって、受信装置８とモニタ装置６とが接続された
旨を検知する。接続検知部６５は、かかる受信装置８とモニタ装置６との接続を検知した
場合、この接続を検知した旨の検知結果を制御部６８に出力する。
【００７０】
　入力部６６は、制御部６８に指示する指示情報を入力する入力ボタン等を用いて実現さ
れ、ユーザによる入力操作に応じ、例えば各構成部の駆動を指示する指示情報等を制御部
６８に入力する。表示部６７は、液晶表示装置または有機ＥＬパネル等の薄型ディスプレ
イを用いて実現され、制御部６８によって表示指示された情報、例えばケーブル７を介し
て受信装置８から受信した画像信号に基づく画像データまたは受信装置８を介さずに取得
した画像データ等をモニタ表示する。なお、表示部６７は、タッチパネル等の情報入力機
能を有し、制御部６８に指示する指示情報を制御部６８に入力するよう構成してもよい。
【００７１】
　制御部６８は、処理プログラムを実行するＣＰＵと、処理プログラム等が予め記憶され
たＲＯＭと、演算パラメータまたは制御部６８への入力情報等を記憶するＲＡＭとを用い
て実現され、モニタ装置６の各構成部の駆動を制御する。この場合、制御部６８は、各構
成部との間の情報の入出力制御を行い、且つ、表示部６７によるモニタ表示動作および接
続検知部６５の検知動作等を制御する。
【００７２】
　また、制御部６８は、受信装置８とモニタ装置６との接続を検知した旨の検知結果を接
続検知部６５から受信した場合、ケーブル７を介して受信装置８から送信される画像信号
を画像処理部６３に転送するよう通信Ｉ／Ｆ６４を制御し、かかる受信装置８からの画像
信号をもとに画像データを生成するよう画像処理部６３を制御する。さらに、制御部６８
は、かかる受信装置８からの画像信号をもとに輝度信号を検出し、受信装置８に対してこ
の輝度信号をフィードバックするよう信号検出部６３ａおよび通信Ｉ/Ｆ６４を制御する
。
【００７３】
　電力供給部６９は、駆動電力供給のオンオフ状態を切り替える電源スイッチ（図示せず
）が設けられ、この電源スイッチがオン状態に切り替えられた場合、モニタ装置６の各構
成部に駆動電力を供給する。なお、電力供給部６９の電源として、乾電池、リチウムイオ
ン二次電池、またはニッケル水素電池等が例示される。また、電力供給部６９は、充電式
であってもよい。
【００７４】
　一方、この発明の実施の形態１の変形例にかかる受信装置８は、図７に示すように、上
述した実施の形態１にかかる受信装置３の受信回路３１に代えて受信回路８１を有し、画
像処理部３４に代えて画像生成部８４を有し、表示部３７に代えて表示部８７を有し、制
御部３８に代えて制御部８８を有する。また、受信装置８は、ケーブル７を介してモニタ
装置６に接続するための通信Ｉ／Ｆ８２と、ケーブル７を介したモニタ装置６と受信装置
８との接続を検知する接続検知部８３とをさらに有する。その他の構成は実施の形態１と
同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【００７５】
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　受信回路８１は、上述した受信回路３１と同様に、アンテナ切替部３０から入力された
カプセル型内視鏡２からの無線信号をベースバンド信号である画像信号に復調し、得られ
た画像信号を受信強度検出部３２、通信Ｉ／Ｆ８２、および画像生成部８４に出力する。
【００７６】
　通信Ｉ／Ｆ８２は、ケーブル７を介してモニタ装置６の通信Ｉ／Ｆ６４に接続され、か
かるケーブル７を介してモニタ装置６と受信装置８とのデータの送受信を行うためのもの
である。具体的には、通信Ｉ／Ｆ８２は、受信回路８１によって復調された画像信号をケ
ーブル７を介してモニタ装置６の通信Ｉ／Ｆ６４に送信し、モニタ装置６の信号検出部６
３ａによって検出された画像データに関する情報（例えば輝度信号）等をケーブル７を介
して受信する。通信Ｉ／Ｆ８２は、かかるモニタ装置６からの情報、例えば輝度信号を制
御部８８に出力する。
【００７７】
　接続検知部８３は、受信装置８とモニタ装置６との接続を検知するためのものである。
具体的には、接続検知部８３は、ケーブル７を介した受信装置８とモニタ装置６との接続
に伴う電気的な導通を検知することによって、受信装置８とモニタ装置６とが接続された
旨を検知する。接続検知部８３は、かかる受信装置８とモニタ装置６との接続を検知した
場合、この接続を検知した旨の検知結果を制御部８８に出力する。
【００７８】
　画像生成部８４は、上述した画像処理部３４とほぼ同様に、複数の受信アンテナ３ａ～
３ｈのいずれかを介して受信したカプセル型内視鏡２からの無線信号に含まれる画像デー
タを生成するためのものである。具体的には、画像生成部８４は、受信回路８１によって
復調された画像信号に対して所定の画像処理等を行い、この画像信号に基づいたカプセル
型内視鏡２による画像データを生成する。画像生成部８４は、得られた画像データを制御
部８８に出力する。
【００７９】
　表示部８７は、液晶表示装置または有機ＥＬパネル等の薄型ディスプレイを用いて実現
され、制御部８８によって表示指示された情報、例えば被検体１に関する情報等（患者名
、患者ＩＤ等）を表示する。なお、表示部８７は、タッチパネル等の情報入力機能を有し
、入力部３６に代えて指示情報を制御部８８に入力するように構成してもよい。この場合
、受信装置８は、入力部３６を有さなくてもよい。
【００８０】
　制御部８８は、上述した制御部３８とほぼ同様の構成および機能を有し、受信装置８の
各構成部の駆動を制御する。また、制御部８８は、電力供給部３９によって駆動電力が供
給され始め、且つ受信装置８とモニタ装置６とが接続された場合、切替制御部３３の制御
モードを上述した初期モードに設定する。一方、制御部８８は、カプセル型内視鏡２が被
検体１の所定部位に到達したと判定された場合、切替制御部３３の制御モードを上述した
初期モードから通常モードに切り替える。
【００８１】
　このような制御部８８は、上述した到達判定部３８ａを有し、また、上述した制御部３
８のモード切替部３８ｂに代えてモード切替部８８ｂを有する。制御部８８は、上述した
ステップＳ１０１において、電力供給部３９によって駆動電力が供給され始めた旨を検知
し、且つ受信装置８とモニタ装置６との接続を検知した旨の検知情報を接続検知部８３か
ら受信した場合、切替制御部３３の制御モードを初期モードに設定する。この場合、モー
ド切替部８８ｂは、かかる電力供給部３９による駆動電力の供給開始と受信装置８とモニ
タ装置６との接続を検知した旨の検知情報とをトリガーとし、上述した実施の形態１の場
合と同様に切替制御部３３の制御モードを初期モードに設定する。
【００８２】
　なお、モード切替部８８ｂは、かかる受信装置８とモニタ装置６との接続を検知した旨
の検知情報を制御部８８が取得していない場合、切替制御部３３の制御モードを通常モー
ドに設定する。すなわち、切替制御部３３は、受信装置８とモニタ装置６とが接続されて
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いない場合、上述した通常モードによってアンテナ切替部３０の通常アンテナ切替動作を
制御する。
【００８３】
　一方、制御部８８は、上述したステップＳ１０２において、モニタ装置６からフィード
バックされた輝度信号をもとにカプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達したか否
かを判定する。この場合、到達判定部３８ａは、かかるモニタ装置６の信号検出部６３ａ
からフィードバックされた輝度信号を取得し、上述した実施の形態１の場合と同様にカプ
セル型内視鏡２が被検体１の所定部位に到達したか否かを判定する。制御部８８は、カプ
セル型内視鏡２が被検体１の所定部位（例えば胃）に到達したと到達判定部３８ａが判定
した場合、切替制御部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。この
場合、モード切替部８８ｂは、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位である胃に到達
したと到達判定部３８ａが判定したことをトリガーとして、上述したステップＳ１０３と
同様に切替制御部３３の制御モードを通常モードに切り替える。
【００８４】
　なお、この発明の実施の形態１の変形例では、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部
位に到達したか否かを判定するための画像データに関する情報として画像データの輝度情
報を検出していたが、この発明はこれに限定されるものではなく、かかる輝度情報に代え
て画像データの色情報を検出してもよい。この場合、信号検出部６３ａは、画像信号をも
とに画像データの色情報に対応する色度信号を検出し、検出した色度信号を制御部８８に
フィードバックする。到達判定部３８ａは、かかる色度信号をもとに画像データの色情報
、例えば画像データの色合いまたは平均色等を取得し、かかる色情報をもとにカプセル型
内視鏡２が被検体１の所定部位に到達したか否かを判定する。
【００８５】
　以上、説明したように、この発明の実施の形態１の変形例では、上述した実施の形態１
とほぼ同様の機能を有し、さらに、受信装置に取得された画像データを順次モニタ表示す
るモニタ装置を受信装置に接続し、このモニタ装置に輝度情報または色情報等の画像デー
タに関する情報を検出する検出機能を付加し、かかるモニタ装置によって検出された画像
データに関する情報を受信装置にフィードバックするようにし、この受信装置にフィード
バックされた画像データに関する情報をもとにカプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到
達したか否かを判定するように構成した。したがって、上述した実施の形態１の作用効果
を享受できるとともに、カプセル型内視鏡が約４秒間という短時間で通過しつつ撮像する
食道内の画像データを含めた被検体内の良好な状態の画像データを確実に取得できる受信
装置およびこれを用いた被検体内情報取得システムを簡易に実現できる。
【００８６】
（実施の形態２）
　つぎに、この発明の実施の形態２について説明する。上述した実施の形態１では、画像
信号をもとに検出した輝度情報または色情報等の画像データに関する情報をもとにカプセ
ル型内視鏡が被検体の所定部位に到達したか否かを判定していたが、この実施の形態２で
は、カプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到達する前後で画像データの撮像間隔を切り
替えるようにし、カプセル型内視鏡からの画像信号をもとに画像データの撮像間隔を検出
し、検出した撮像間隔の変化に基づいてカプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到達した
か否かを判定している。
【００８７】
　図８は、この発明の実施の形態２にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式
的に示す模式図である。図８に示すように、この発明の実施の形態２にかかる被検体内情
報取得システムは、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムのカプセル
型内視鏡２に代えてカプセル型内視鏡１２０を有し、受信装置３に代えて受信装置１３０
を有する。その他の構成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付し
ている。
【００８８】
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　図９は、この発明の実施の形態２にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成する
カプセル型内視鏡の一構成例を模式的に示すブロック図である。図９に示すように、この
カプセル型内視鏡１２０は、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの
カプセル型内視鏡２の制御部２８に代えて制御部１２８を有し、被検体１内でのカプセル
型内視鏡１２０の現在位置を検出するためのセンサ部１２１をさらに有する。その他の構
成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【００８９】
　センサ部１２１は、被検体１の内部に導入されたカプセル型内視鏡１２０の現在位置を
検出するためのものである。具体的には、センサ部１２１は、例えばｐＨセンサ等を用い
て実現され、被検体１の内部に導入されたカプセル型内視鏡１２０の現在位置でのｐＨ値
を測定し、得られたｐＨ値をもとにカプセル型内視鏡１２０の現在位置を検出する。この
場合、センサ部１２１は、かかるカプセル型内視鏡１２０の現在位置が被検体１の所定部
位（例えば胃）であるか否かを検出する。センサ部１２１は、かかるカプセル型内視鏡１
２０の現在位置が被検体１の所定部位であるか否かを検出した結果を制御部１２８に出力
する。
【００９０】
　制御部１２８は、上述したカプセル型内視鏡２の制御部２８とほぼ同様の機能を有し、
カプセル型内視鏡１２０の各構成部の駆動を制御する。また、制御部１２８は、撮像部２
３の撮像モードを切り替える制御を行うとともに、かかる撮像部２３の撮像モードに合わ
せて照明部２１の駆動を切り替える制御を行う。このような制御部１２８は、撮像部駆動
回路２４を制御して撮像部２３の撮像モードを高速撮像モードまたは通常撮像モードに切
り替えるモード切替部１２８ａを有する。
【００９１】
　モード切替部１２８ａは、例えば電力供給部２９によって駆動電力が供給され始めたこ
とをトリガーとして撮像部駆動回路２４を制御し、撮像部２３の撮像モードを初期状態で
ある高速撮像モードにする。この場合、制御部１２８は、かかる高速撮像モードによる撮
像部２３の撮像タイミングと照明部２１の照明タイミングとを同期するように、照明部駆
動回路２２と撮像部駆動回路２４とを制御する。その後、制御部１２８がセンサ部１２１
からカプセル型内視鏡１２０の現在位置が被検体１の所定部位である旨の検出結果を受信
した場合、モード切替部１２８ａは、この検出結果をトリガーとして撮像部駆動回路２４
を制御し、撮像部２３の撮像モードを高速撮像モードから通常撮像モードに切り替える。
この場合、制御部１２８は、かかる通常撮像モードによる撮像部２３の撮像タイミングと
照明部２１の照明タイミングとを同期するように、照明部駆動回路２２と撮像部駆動回路
２４とを制御する。
【００９２】
　なお、この通常撮像モードは、所定間隔、例えば約０．５秒間隔で撮像部２３が画像デ
ータを撮像する撮像モードであり、この高速撮像モードは、通常撮像モードに比して短い
間隔、例えば約０．０７秒間隔で撮像部２３が画像データを撮像するモードである。かか
る高速撮像モードは、食道等のカプセル型内視鏡１２０が短時間で移動する部位の撮像に
適しており、通常撮像モードは、胃、小腸、および大腸等のカプセル型内視鏡１２０が比
較的長時間で移動する部位の撮像に適している。
【００９３】
　このような構成を採用したカプセル型内視鏡１２０は、例えば被検体１の口から飲み込
まれてから所定部位である胃に到達するまでの間、上述した高速撮像モードによって被検
体１内（例えば食道等）を撮像し、胃に到達した以降、被検体１の体外に排出されるまで
の間、高速撮像モードから上述した通常撮像モードに切り替え、かかる通常撮像モードに
よって被検体１内（例えば胃、小腸、大腸等）を撮像する。かかるカプセル型内視鏡１２
０は、約４秒という短時間に通過する食道等の部位の画像データを多く撮像できるととも
に、長時間で移動する小腸および大腸等の部位の画像データを過度に多く撮像せずに適度
なフレーム数に撮像でき、省電力化を促進できる。
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【００９４】
　図１０は、この発明の実施の形態２にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成す
る受信装置の一構成例を模式的に示すブロック図である。図１０に示すように、この受信
装置１３０は、上述した実施の形態１にかかる受信装置３の画像処理部３４に代えて画像
処理部１３４を有し、制御部３８に代えて制御部１３８を有する。その他の構成は実施の
形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【００９５】
　画像処理部１３４は、上述した受信装置３の画像処理部３４と同様に、受信回路３１に
よって復調された画像信号に対して所定の画像処理等を行い、この画像信号に基づいた画
像データを生成する。画像処理部１３４は、得られた画像データを制御部１３８に出力す
る。また、画像処理部１３４は、撮像間隔検出部１３４ａを有する。撮像間隔検出部１３
４ａは、受信回路３１によって復調された画像信号をもとに、カプセル型内視鏡１２０に
よる画像データの撮像間隔を検出する。この場合、撮像間隔検出部１３４ａは、かかる画
像信号に基づいた画像データが上述した高速撮像モードおよび通常撮像モードのいずれの
撮像モードによって撮像された画像データであるかを検出する。かかる撮像間隔検出部１
３４ａは、かかる画像データの撮像間隔検出結果を制御部１３８に出力する。
【００９６】
　制御部１３８は、上述した受信装置３の制御部３８とほぼ同様の機能を有し、受信装置
１３０の各構成部の駆動を制御する。また、制御部１３８は、電力供給部３９によって駆
動電力が供給され始めた場合、切替制御部３３の制御モードを上述した初期モードに設定
し、その後、画像処理部１３４によって生成された画像データが高速撮像モードによって
撮像されたものから通常撮像モードによって撮像されたものに変化した場合、切替制御部
３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。
【００９７】
　このような制御部１３８は、上述したモード切替部３８ｂを有し、また、上述した制御
部３８の到達判定部３８ａに代えて到達判定部１３８ａを有する。到達判定部１３８ａは
、撮像間隔検出部１３４ａからの撮像間隔検出結果をもとに、カプセル型内視鏡１２０が
被検体１の所定部位である胃に到達したか否かを判定する。
【００９８】
　具体的には、制御部１３８は、上述したステップＳ１０１の処理手順を行って、切替制
御部３３の制御モードを初期モードに設定する。つぎに、制御部１３８は、上述したステ
ップＳ１０２において、撮像間隔検出部１３４ａからの撮像間隔検出結果をもとにカプセ
ル型内視鏡１２０が被検体１の所定部位（例えば胃）に到達したか否かを判定する。
【００９９】
　この場合、到達判定部１３８ａは、撮像間隔検出部１３４ａからの撮像間隔検出結果を
もとに、画像処理部１３４から入力された画像データが上述した高速撮像モードおよび通
常撮像モードのいずれの撮像モードによって撮像された画像データであるかを順次把握し
、かかる画像処理部１３４からの画像データが高速撮像モードのものから通常撮像モード
のものに変化したことをトリガーとして、カプセル型内視鏡１２０が被検体１の所定部位
である胃に到達したと判定する。
【０１００】
　カプセル型内視鏡１２０が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達判定部１３８
ａが判定した場合、制御部１３８は、上述したステップＳ１０３の処理手順を行い、切替
制御部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。この場合、モード切
替部３８ｂは、カプセル型内視鏡１２０が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達
判定部１３８ａが判定したことをトリガーとして、切替制御部３３の制御モードを通常モ
ードに切り替える。すなわち、かかるモード切替部３８ｂは、カプセル型内視鏡１２０の
撮像モードの切り替わりに対応して切替制御部３３の制御モードを切り替える。
【０１０１】
　以上、説明したように、この発明の実施の形態２では、上述した実施の形態１とほぼ同



(20) JP 4855759 B2 2012.1.18

10

20

30

40

50

様に複数の受信アンテナの中から特定受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡からの
無線信号を受信するようにし、また、上述した画像データに関する情報に代えて画像デー
タの撮像間隔を検出し、この撮像間隔の検出結果をもとにカプセル型内視鏡が被検体の所
定部位（例えば胃）に到達したか否かを判定し、カプセル型内視鏡が被検体の所定部位に
到達したと判定した場合、上述した実施の形態１とほぼ同様に、複数の受信アンテナの中
から特定受信アンテナまたは残りの受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡からの無
線信号を受信するように構成した。このため、上述した実施の形態１の作用効果を享受で
きるとともに、カプセル型内視鏡が約４秒間という短時間で通過しつつ高速撮像モードで
撮像した食道内の画像データを数多く含めた被検体内の良好な状態の画像データを確実に
取得できる受信装置およびこれを用いた被検体内情報取得システムを実現できる。
【０１０２】
（実施の形態３）
　つぎに、この発明の実施の形態３について説明する。上述した実施の形態１では、画像
信号をもとに検出した輝度情報または色情報等の画像データに関する情報をもとにカプセ
ル型内視鏡が被検体の所定部位に到達したか否かを判定していたが、この実施の形態３で
は、カプセル型内視鏡が被検体内の現在位置でのｐＨ値を測定するようにし、カプセル型
内視鏡からの画像信号をもとにこのｐＨ値を検出し、検出したｐＨ値をもとにカプセル型
内視鏡が被検体の所定部位に到達したか否かを判定している。
【０１０３】
　図１１は、この発明の実施の形態３にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模
式的に示す模式図である。図１１に示すように、この発明の実施の形態３にかかる被検体
内情報取得システムは、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムのカプ
セル型内視鏡２に代えてカプセル型内視鏡２２０を有し、受信装置３に代えて受信装置２
３０を有する。その他の構成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を
付している。
【０１０４】
　図１２は、この発明の実施の形態３にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成す
るカプセル型内視鏡の一構成例を模式的に示すブロック図である。図１２に示すように、
このカプセル型内視鏡２２０は、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システ
ムのカプセル型内視鏡２の画像処理部２５に代えて画像処理部２２５を有し、制御部２８
に代えて制御部２２８を有する。また、カプセル型内視鏡２２０は、被検体１内のカプセ
ル型内視鏡２２０の現在位置でのｐＨ値を測定するｐＨ測定部２２１をさらに有する。そ
の他の構成は実施の形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【０１０５】
　ｐＨ測定部２２１は、例えば水素イオン感応性電界効果トランジスタ等を用いて実現さ
れ、被検体１内に導入されたカプセル型内視鏡２２０の現在位置でのｐＨ値を所定間隔で
順次測定する。この場合、ｐＨ測定部２２１は、例えば保有の水素イオン感応性電界効果
トランジスタのゲート電極への水素イオン（すなわちカプセル型内視鏡２２０の現在位置
に存在する水素イオン）の吸着に起因して生じる電流を検出することによって、カプセル
型内視鏡２２０の現在位置でのｐＨ値を測定できる。かかるｐＨ測定部２２１は、得られ
たｐＨ値に対応する測定結果信号を画像処理部２２５に順次出力する。
【０１０６】
　画像処理部２２５は、上述した実施の形態１のカプセル型内視鏡２に設けた画像処理部
２５とほぼ同様に、撮像部２３によって撮像された画像データを含む画像信号を生成する
よう機能する。また、画像処理部２２５は、ｐＨ測定部２２１によって測定されたｐＨ値
をこの画像信号に重畳する重畳処理部２２５ａを有する。重畳処理部２２５ａは、撮像部
２３によって撮像された画像データを含む画像信号に対してｐＨ測定部２２１からの測定
結果信号を重畳し、これによって、ｐＨ測定部２２１によって測定されたｐＨ値をこの画
像信号にさらに重畳する。この場合、画像処理部２２５は、撮像部２３によって撮像され
た画像データとｐＨ測定部２２１によって測定されたｐＨ値とを少なくとも含む画像信号
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を生成し、得られた画像信号を送信回路２６に出力する。
【０１０７】
　制御部２２８は、上述したカプセル型内視鏡２の制御部２８とほぼ同様の機能を有し、
カプセル型内視鏡２２０の各構成部の駆動を制御する。かかる制御部２２８は、例えば撮
像部２３の撮像タイミングに合わせてｐＨ測定部２２１のｐＨ測定動作を制御するととも
に、画像処理部２２５に対し、撮像部２３によって撮像された画像データとｐＨ測定部２
２１によって測定されたｐＨ値とを少なくとも含む画像信号を生成する駆動制御を行う。
【０１０８】
　このような制御部２２８の制御によって、かかる画像データとｐＨ値とを含む画像信号
は、送信回路２６によって無線信号に変調されるとともに、送信アンテナ２７を介して外
部に出力される。このようにして、カプセル型内視鏡２２０は、かかる画像データとｐＨ
値とを無線信号を外部の受信装置２３０に送信できる。
【０１０９】
　図１３は、この発明の実施の形態３にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成す
る受信装置の一構成例を模式的に示すブロック図である。図１３に示すように、この受信
装置２３０は、上述した実施の形態１にかかる受信装置３の画像処理部３４に代えて画像
処理部２３４を有し、制御部３８に代えて制御部２３８を有する。その他の構成は実施の
形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【０１１０】
　画像処理部２３４は、上述した受信装置３の画像処理部３４と同様に、受信回路３１に
よって復調された画像信号に対して所定の画像処理等を行い、この画像信号に基づいた画
像データを生成する。画像処理部２３４は、得られた画像データを制御部２３８に出力す
る。また、画像処理部２３４は、この画像信号に含まれるｐＨ値を検出するｐＨ値検出部
２３４ａを有する。
【０１１１】
　ｐＨ値検出部２３４ａは、受信回路３１によって復調された画像信号をもとにｐＨ値、
すなわち上述したカプセル型内視鏡２２０のｐＨ測定部２２１によって測定されたｐＨ値
を検出するためのものである。具体的には、ｐＨ値検出部２３４ａは、受信回路３１によ
って復調された画像信号に重畳された測定結果信号を検出し、かかる測定結果信号に対応
するｐＨ値を検出する。ｐＨ値検出部２３４ａは、このようにして検出したｐＨ値（すな
わちカプセル型内視鏡２２０の現在位置でのｐＨ値）を制御部２３８に出力する。
【０１１２】
　制御部２３８は、上述した受信装置３の制御部３８とほぼ同様の機能を有し、受信装置
２３０の各構成部の駆動を制御する。また、制御部２３８は、電力供給部３９によって駆
動電力が供給され始めた場合、切替制御部３３の制御モードを上述した初期モードに設定
し、その後、ｐＨ値検出部２３４ａによって検出されたｐＨ値が所定の閾値以下である場
合、すなわちカプセル型内視鏡２２０の現在位置での酸性度が所定のレベル以上である場
合、切替制御部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。
【０１１３】
　このような制御部２３８は、上述したモード切替部３８ｂを有し、また、上述した制御
部３８の到達判定部３８ａに代えて到達判定部２３８ａを有する。到達判定部２３８ａは
、ｐＨ値検出部２３４ａによって検出されたｐＨ値、すなわちカプセル型内視鏡２２０の
現在位置でのｐＨ値をもとに、カプセル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位に到達した
か否かを判定する。
【０１１４】
　具体的には、制御部２３８は、上述したステップＳ１０１の処理手順を行って、切替制
御部３３の制御モードを初期モードに設定する。つぎに、制御部２３８は、上述したステ
ップＳ１０２において、ｐＨ値検出部２３４ａによって検出されたｐＨ値をもとに、カプ
セル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位（例えば胃）に到達したか否かを判定する。
【０１１５】
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　この場合、到達判定部２３８ａは、かかるｐＨ値検出部２３４ａによって検出されたｐ
Ｈ値と予め設定された所定の閾値とを比較し、このｐＨ値が所定の閾値以下である場合、
すなわちカプセル型内視鏡２２０の現在位置での酸性度が所定のレベル以上である場合、
カプセル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位である胃に到達したと判定する。
【０１１６】
　カプセル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達判定部２３８
ａが判定した場合、制御部２３８は、上述したステップＳ１０３の処理手順を行い、切替
制御部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。この場合、モード切
替部３８ｂは、カプセル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達
判定部２３８ａが判定したことをトリガーとして、切替制御部３３の制御モードを通常モ
ードに切り替える。すなわち、かかるモード切替部３８ｂは、カプセル型内視鏡２２０の
現在位置での酸性度が所定のレベル以上に達したことに対応して切替制御部３３の制御モ
ードを切り替える。
【０１１７】
　以上、説明したように、この発明の実施の形態３では、上述した実施の形態１とほぼ同
様に複数の受信アンテナの中から特定受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡からの
無線信号を受信するようにし、また、上述した画像データに関する情報に代えてカプセル
型内視鏡の現在位置でのｐＨ値を検出し、このｐＨ値をもとにカプセル型内視鏡が被検体
の所定部位（例えば胃）に到達したか否かを判定し、カプセル型内視鏡が被検体の所定部
位に到達したと判定した場合、上述した実施の形態１とほぼ同様に、複数の受信アンテナ
の中から特定受信アンテナまたは残りの受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡から
の無線信号を受信するように構成した。このため、上述した実施の形態１の作用効果を享
受できるとともに、被検体内に導入されたカプセル型内視鏡が所定部位である胃に到達し
たか否かを確実に判定できる受信装置およびこれを用いた被検体内情報取得システムを実
現できる。
【０１１８】
（実施の形態４）
　つぎに、この発明の実施の形態４について説明する。上述した実施の形態１では、画像
信号をもとに検出した輝度情報または色情報等の画像データに関する情報をもとにカプセ
ル型内視鏡が被検体の所定部位に到達したか否かを判定していたが、この実施の形態４で
は、複数の受信アンテナの中から特定受信アンテナに切り替えた経過時間を計測するよう
にし、かかる経過時間をもとにカプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到達したか否かを
判定している。
【０１１９】
　図１４は、この発明の実施の形態４にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模
式的に示す模式図である。図１４に示すように、この発明の実施の形態４にかかる被検体
内情報取得システムは、上述した実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの受信
装置３に代えて受信装置３３０を有する。その他の構成は実施の形態１と同じであり、同
一構成部分には同一符号を付している。
【０１２０】
　図１５は、この発明の実施の形態４にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成す
る受信装置の一構成例を模式的に示すブロック図である。図１５に示すように、この受信
装置３３０は、上述した実施の形態１にかかる受信装置３の画像処理部３４に代えて画像
処理部３３４を有し、制御部３８に代えて制御部３３８を有する。その他の構成は実施の
形態１と同じであり、同一構成部分には同一符号を付している。
【０１２１】
　画像処理部３３４は、上述した受信装置３の画像処理部３４と同様に、受信回路３１に
よって復調された画像信号に対して所定の画像処理等を行い、この画像信号に基づいた画
像データを生成する。かかる画像処理部３３４は、得られた画像データを制御部３３８に
出力する。
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【０１２２】
　制御部３３８は、上述した受信装置３の制御部３８とほぼ同様の機能を有し、受信装置
３３０の各構成部の駆動を制御する。また、制御部３３８は、電力供給部３９によって駆
動電力が供給され始めた場合、切替制御部３３の制御モードを上述した初期モードに設定
するとともに、かかる初期モードの制御によってアンテナ切替部３０が特定受信アンテナ
（すなわち受信アンテナ３ａ）に切り替えてからの経過時間を計測するよう機能する。さ
らに、制御部３３８は、かかる受信アンテナ３ａに切り替えてからの経過時間（すなわち
特定受信アンテナに切り替えた経過時間）が所定の閾値時間に達した場合、切替制御部３
３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。
【０１２３】
　このような制御部３３８は、上述したモード切替部３８ｂを有し、また、上述した制御
部３８の到達判定部３８ａに代えて到達判定部３３８ａを有する。さらに、制御部３３８
は、アンテナ切替部３０によって複数の受信アンテナ３ａ～３ｈの中から受信アンテナ３
ａに切り替えた経過時間を計測する計時処理部３３８ｃを有する。
【０１２４】
　到達判定部３３８ａは、計時処理部３３８ｃによって計測された経過時間、すなわち複
数の受信アンテナ３ａ～３ｈの中から特定受信アンテナである受信アンテナ３ａに切り替
えられた経過時間をもとに、カプセル型内視鏡２２０が被検体１の所定部位に到達したか
否かを判定する。
【０１２５】
　計時処理部３３８ｃは、切替制御部３３の制御によってアンテナ切替部３０が受信アン
テナ３ａに切り替えてからの経過時間を計測するよう機能する。この場合、計時処理部３
３８ｃは、例えば電力供給部３９によって駆動電力が供給され始めたことをトリガーとし
て計時処理を開始し、かかる駆動電力が供給され始めてから経過した時間、すなわち、上
述した初期モードに設定された切替制御部３３の制御に基づいてアンテナ切替部３０が受
信アンテナ３ａに切り替えた経過時間を計測する。計時処理部３３８ｃは、このように計
測した経過時間を到達判定部３３８ａに通知する。
【０１２６】
　具体的には、制御部３３８は、上述したステップＳ１０１の処理手順を行って、切替制
御部３３の制御モードを初期モードに設定する。この場合、計時処理部３３８ｃは、電力
供給部３９によって駆動電力が供給され始めたことをトリガーとして計時処理を開始し、
かかる切替制御部３３による初期モードの制御によってアンテナ切替部３０が複数の受信
アンテナ３ａ～３ｈの中から受信アンテナ３ａに切り替えてからの経過時間を計測する。
【０１２７】
　つぎに、制御部３３８は、上述したステップＳ１０２において、計時処理部３３８ｃか
ら通知された経過時間をもとに、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位（例えば胃）
に到達したか否かを判定する。この場合、到達判定部３３８ａは、かかる計時処理部３３
８ｃによって計測された経過時間が所定の閾値時間に達したか否かを判定し、この経過時
間が所定の閾値時間に達したと判定した場合、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位
である胃に到達したと判定する。
【０１２８】
　ここで、計時処理部３３８ｃによって計測される経過時間は、上述したように、電力供
給部３９によって駆動電力が供給され始めてから経過した時間であって、切替制御部３３
による初期モードの制御によってアンテナ切替部３０が複数の受信アンテナ３ａ～３ｈの
中から受信アンテナ３ａに切り替えてからの経過時間である。なお、カプセル型内視鏡２
は、一般に、電力供給部３９の電源スイッチがオン状態に切り替えられる直前またはその
直後に被検体１の口から飲み込まれる。この場合、かかる計時処理部３３８ｃによって計
測される経過時間は、被検体１の内部に導入されたカプセル型内視鏡２の移動時間に相当
する。したがって、到達判定部３３８ａは、かかる計時処理部３３８ｃによって計測され
た経過時間（すなわちカプセル型内視鏡２の移動時間）が所定の閾値時間に達したことに
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基づいて、カプセル型内視鏡２が被検体１の食道を通過して胃に到達したと判定できる。
【０１２９】
　カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達判定部３３８ａが
判定した場合、制御部３３８は、上述したステップＳ１０３の処理手順を行い、切替制御
部３３の制御モードを初期モードから通常モードに切り替える。この場合、モード切替部
３８ｂは、カプセル型内視鏡２が被検体１の所定部位である胃に到達したと到達判定部３
３８ａが判定したことをトリガーとして、切替制御部３３の制御モードを通常モードに切
り替える。すなわち、かかるモード切替部３８ｂは、被検体１の内部に導入されたカプセ
ル型内視鏡２の移動時間が所定の閾値時間に達したことに対応して切替制御部３３の制御
モードを切り替える。
【０１３０】
　以上、説明したように、この発明の実施の形態４では、上述した実施の形態１とほぼ同
様に複数の受信アンテナの中から特定受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡からの
無線信号を受信するようにし、また、上述した画像データに関する情報に代えて特定受信
アンテナに切り替えた経過時間を計測し、この計測した経過時間（すなわち被検体内に導
入されたカプセル型内視鏡の移動時間）をもとにカプセル型内視鏡が被検体の所定部位（
例えば胃）に到達したか否かを判定し、カプセル型内視鏡が被検体の所定部位に到達した
と判定した場合、上述した実施の形態１とほぼ同様に、複数の受信アンテナの中から特定
受信アンテナまたは残りの受信アンテナに切り替えてカプセル型内視鏡からの無線信号を
受信するように構成した。このため、上述した実施の形態１の作用効果を享受できる受信
装置およびこれを用いた被検体内情報取得システムを簡易に実現できる。
【０１３１】
　なお、この発明の実施の形態１～４および実施の形態１の変形例では、複数の受信アン
テナ３ａ～３ｈのうちの１つの受信アンテナ３ａを被検体１の特定位置に配置される特定
受信アンテナにしていたが、この発明はこれに限定されるものではなく、複数の受信アン
テナのうちの２以上の受信アンテナを特定受信アンテナにしてもよい。
【０１３２】
　また、この発明の実施の形態１～４および実施の形態１の変形例では、被検体の所定部
位（例えば胃）に到達するまでのカプセル型内視鏡からの無線信号を複数の受信アンテナ
のうちの特定受信アンテナを介して受信し、被検体の所定部位に到達した以降のカプセル
型内視鏡からの無線信号を残りの受信アンテナを介して受信していたが、この発明はこれ
に限定されるものではなく、かかる特定受信アンテナを含む全ての受信アンテナの中から
切り替えた受信アンテナ（無線信号に適した受信アンテナ）を介して、被検体の所定部位
に到達した以降のカプセル型内視鏡からの無線信号を受信してもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１３３】
【図１】この発明の実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式的
に示す模式図である。
【図２】この発明の実施の形態１にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成するカ
プセル型内視鏡の一構成例を模式的に示すブロック図である。
【図３】この発明の実施の形態１にかかる受信装置の一構成例を模式的に示すブロック図
である。
【図４】切替制御部の制御モードを切り替える処理手順を説明するフローチャートである
。
【図５】切替制御部の制御モードを初期モードまたは通常モードに切り替える制御部の動
作を具体的に説明するための模式図である。
【図６】この発明の実施の形態１の変形例にかかる被検体内情報取得システムの一構成例
を模式的に示す模式図である。
【図７】この発明の実施の形態１の変形例にかかる被検体内情報取得システムの一部を構
成する受信装置およびモニタ装置の一構成例を模式的に示すブロック図である。
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【図８】この発明の実施の形態２にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式的
に示す模式図である。
【図９】この発明の実施の形態２にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成するカ
プセル型内視鏡の一構成例を模式的に示すブロック図である。
【図１０】この発明の実施の形態２にかかる受信装置の一構成例を模式的に示すブロック
図である。
【図１１】この発明の実施の形態３にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式
的に示す模式図である。
【図１２】この発明の実施の形態３にかかる被検体内情報取得システムの一部を構成する
カプセル型内視鏡の一構成例を模式的に示すブロック図である。
【図１３】この発明の実施の形態３にかかる受信装置の一構成例を模式的に示すブロック
図である。
【図１４】この発明の実施の形態４にかかる被検体内情報取得システムの一構成例を模式
的に示す模式図である。
【図１５】この発明の実施の形態４にかかる受信装置の一構成例を模式的に示すブロック
図である。
【符号の説明】
【０１３４】
　１　被検体
　２　カプセル型内視鏡
　３，８　受信装置
　３ａ～３ｈ　受信アンテナ
　４　画像表示装置
　５　携帯型記録媒体
　６　モニタ装置
　７　ケーブル
　２１　照明部
　２２　照明部駆動回路
　２３　撮像部
　２４　撮像部駆動回路
　２５　画像処理部
　２６　送信回路
　２７　送信アンテナ
　２８　制御部
　２９　電力供給部
　３０　アンテナ切替部
　３１，８１　受信回路
　３２　受信強度検出部
　３３　切替制御部
　３４　画像処理部
　３４ａ　信号検出部
　３５　記憶部
　３６　入力部
　３７，８７　表示部
　３８，８８　制御部
　３８ａ　到達判定部
　３８ｂ，８８ｂ　モード切替部
　３９　電力供給部
　６１　受信アンテナ
　６２　受信回路
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　６３　画像処理部
　６３ａ　信号検出部
　６４　通信Ｉ／Ｆ
　６５　接続検知部
　６６　入力部
　６７　表示部
　６８　制御部
　６９　電力供給部
　８２　通信Ｉ／Ｆ
　８３　接続検知部
　８４　画像生成部
　１２０　カプセル型内視鏡
　１２１　センサ部
　１２８　制御部
　１２８ａ　モード切替部
　１３０　受信装置
　１３４　画像処理部
　１３４ａ　撮像間隔検出部
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